様式１（第４条関係）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成　　年　　月　　日

独立行政法人国立精神・神経医療研究センター　総長　殿
利益相反に関する自己申告書

１　申告者名等

	氏　名
	
	所属・職名
	


２　申告事項

	
	申　　告　　事　　項

	①　兼　　　業
	対価を伴う兼業　　件

（内，役員兼業　　件）
	公的機関　　件
	対価を

伴わない兼業
	公的機関　　 件

	
	
	企業　　　　件
	
	企業　   　  件

	（事務局使用欄）
	

	②　受託・共同研究
	受託研究　　　　　　　　　　　　　 件
	共同研究　　　　          　　　　　件

	（事務局使用欄）


	
	

	③　寄付金
	　　　　　件

	
	（備考）



	4 センター外企業等から個人的に得ている金銭的利益
	

	⑤　個人帰属発明等の技術移転状況
	

	⑥　物品の提供

（賃借関係を含む）
	

	⑦　研究活動に対する便益
	

	⑧　今年度の厚労科研費の申請予定の有無
	有・無
	申請予定の場合、

その分野、課題等
	

	
	
	※研究者と生計を一にする配偶者及び一親等の者における特記事項



	⑨　その他利益相反に関して検討・助言等を希望する事項
	



	事務局使用欄
	
	
	


【自己申告書の記入要領】

①兼業
　○前年度の兼業件数を記入してください。

　以下の場合は申告不要。

○兼業していない場合。

○「兼業許可申請書」でセンターに申請し許可されている場合。
②受託・共同研究
　○前年度に研究代表者として実施した（継続中を含む）受託研究・共同研究の件数を記入してください。

　以下の場合は申告不要。

　○機関経理を行っている研究の場合。

　○分担者として関与している場合。

③寄付金
　○前年度に受領した件数を記入してください。

　○研究組織等として受領している場合は代表者が申告してください。その他の構成員は申告不要。

　○備考欄には、寄付金受領の公正性等について、気にかかっていることがあればその概要を記入してください。

④センター外企業等から個人的に得ている金銭的利益
　○前年度に得た金銭、株式などを、●●企業より著作物印税、●●円、のように箇条書きにして下さい。
　件数が多い場合は、●●企業他より講演料●●件、年総額●●円、のようにまとめても結構です。

以下の場合は申告不要。

　○「講演等承認申請書」「贈与等報告書」等でセンターに申請し許可されている場合。

　○付加職務の承認を受けている場合。

⑤個人帰属発明等の技術移転状況
　○技術の内容、移転方法、移転に伴う契約、共同研究契約等経済的契約、センター資産の活用予定などを
箇条書きにして下さい。（前年度）

⑥物品の提供（賃借関係を含む）

　○研究遂行にあたり、センター外者から提供されている機器及び試薬等の有体物の有無及びその推定金額
など。ただし、共同研究、ＭＴＡ等契約を締結し、契約書等に記載されたもの(デモは除く。)は申告不要。
○センター帰属の有体物や設備などをセンター外者に提供している場合の契約、条件など。

○日常の研究に関わる軽微なものは適宜判断して省略してください。

⑦研究活動に対する便益
　○前年度に研究活動に対してセンター外から受けた、上記以外の便益等があれば記入してください。

　財団等からの助成金等

⑧今年度の厚労科研費の申請予定の有無
　○今年度における厚労科研費の申請予定の有無を○で囲んでください。また、申請予定の場合は、分野、
課題について記入してください。（主任研究者、分担研究員に関わらず記入してください。その際、主任か
分担かわかるようにお願いします。）
　○研究者と生計を一にする配偶者及び一親等の者について、利益相反状態が考えられる場合は、その旨記
入してください。（別途様式１の添付可）
⑨その他，利益相反に関して検討・助言等を希望する事項

○産学官連携等に関して日頃気にかかっていることや、センターの判断を求めたいことなど、自由にご記入下さい。
※他の規程に基づく申請書等がある場合には、その写しをもってこれに代えることができる。
※空欄がないよう、０件の場合も「０」と記入してください。
